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大
学
聖
歌
隊 

に
し
ひ
が
し

分
あ
た
り
か
ら
少
年
と
大
学
生
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
場

面
が
出
て
く
る
の
で
ご
覧
に
な
る
と
よ
い
。
六
〜
七
歳

の
少
年
に
「
属
七
の
根
音
省
略
の
第
三
転
回
形
」
の
よ

う
な
不
安
定
な
和
音
を
弾
い
て
「
真
ん
中
の
音
を
歌
っ

て
ご
ら
ん
」
な
ど
と
要
求
し
て
い
る
。
大
学
生
は
プ
ー

ラ
ン
ク
（
一
八
九
九
〜
一
九
六
三
）
の
モ
テ
ッ
ト
を
初

見
で
歌
わ
さ
れ
て
い
る
。
カ
レ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
は
聖
歌

隊
の
指
導
さ
え
任
さ
れ
る
オ
ル
ガ
ン
・
ス
カ
ラ
ー
の

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
さ
ら
に
高
度
で
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
筆
者
の
留
学
時
代
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
募
集
要
項
を

見
る
と
、
そ
の
試
験
課
題
は
①
バ
ッ
ハ
の
ト
リ
オ
・
ソ

ナ
タ
を
弾
く
、
②
讃
美
歌
を
移
調
し
て
弾
く
、
③
与
え

ら
れ
た
テ
ー
マ
で
即
興
演
奏
を
す
る
、
な
ど
と
あ
る
。

日
本
の
音
大
の
大
学
院
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

　

奨
学
金
と
い
っ
て
も
年
に
数
万
円
の
こ
と
で
学
費
の

足
し
に
も
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
そ
の
ス
テ
イ
タ
ス
と

環
境
こ
そ
が
憧
れ
で
あ
り
名
誉
で
あ
っ
て
、
日
本
の
大

学
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
に
、
将
来
プ
ロ
の
教
会
音
楽
家
に

な
る
た
め
の
ル
ー
ト
が
音
大
で
は
な
く
こ
こ
に
で
き
あ

が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
大
学
生
が
聖
歌
隊
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
二
〇
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前

の
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
一
般
の
大
聖
堂
（
英
国
国
教
会
の

各
地
の
主
教
座
聖
堂
）
と
同
じ
く
、
レ
イ
・
ク
ラ
ー
ク

と
呼
ば
れ
る
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
（
雇
員
）
が
ア
ル
ト
、
テ

ノ
ー
ル
、
バ
ス
を
歌
っ
て
い
た
。
中
世
の
大
聖
堂
で
は
、

多
忙
な
上
級
聖
職
者
に
代
わ
っ
て
日
々
の
礼
拝
奉
唱
を

ト
教
会
発
祥
の
地
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
、
わ
け
て
も

オ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
（
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
）
の
聖
歌
隊
で
あ
る
。

　

オ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
は
諸
学
部
の
集
合
体
で
あ
る
ユ
ニ

ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
と
、
学
生
が
起
居
し
個
人
指
導
を
受
け

る
三
〇
あ
ま
り
の
カ
レ
ッ
ジ
（
学
寮
）
の
二
重
構
造
か

ら
な
る
大
学
で
あ
る
が
、ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
キ
ン
グ
ズ
・

カ
レ
ッ
ジ
と
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
、
オ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
、
ニ
ュ
ー
・

カ
レ
ッ
ジ
、
モ
ー
ド
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
の
五
つ
は
、
付

属
の
初
等
部
で
少
年
聖
歌
隊
員
を
養
成
し
、
ボ
ー
イ
・

ソ
プ
ラ
ノ
と
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
（
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
で

歌
う
男
性
の
ア
ル
ト
）
を
擁
す
る
伝
統
的
な
聖
歌
隊
を

中
世
か
ら
維
持
し
、
そ
の
名
声
を
誇
っ
て
い
る
。
加
え

て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
や
ク
レ

ア
・
カ
レ
ッ
ジ
の
聖
歌
隊
は
女
子
学
生
を
起
用
し
た
混

主
務
と
し
た
下
級
聖
職
者
を
「
ク
ラ
ー
ク clerk

」
と

呼
ん
だ
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
多
声
音
楽
が
充
実
し
て
聖

職
者
だ
け
で
は
演
奏
で
き
な
く
な
る
と
、
楽
才
の
あ
る

俗
人
・
平
信
徒
が
奉
唱
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
俗
人
の
聖
歌
隊
員
が
レ
イ
（
平
信
徒
の
）・
ク
ラ
ー

ク
で
あ
る
。
当
時
か
ら
レ
イ
・
ク
ラ
ー
ク
は
一
種
の
副

業
で
あ
っ
て
、
現
在
で
も
日
々
の
拘
束
時
間
の
わ
り
に

年
収
は
一
〇
〇
万
円
に
も
満
た
な
い
か
ら
、
大
半
は
大

聖
堂
付
属
学
校
の
教
員
と
か
音
大
生
な
ど
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
中
世
以
来
の
大
聖

堂
敷
地
内
に
住
居
が
与
え
ら
れ
た
り
す
る
。
図
１
は
オ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
（
大
学
の

カ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
と
同
時
に
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
主
教
区

の
大
聖
堂
で
も
あ
る
）
の
募
集
チ
ラ
シ
で
あ
っ
て
、「
バ

ス
と
テ
ノ
ー
ル
の
レ
イ
・
ク
ラ
ー
ク
に
欠
員
あ
り
。
住

む
と
こ
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
。
合
唱
王
国
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
教
会
音
楽
は
こ
の
分
厚
い
セ
ミ
プ
ロ
層
に
支
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
と

　

筆
者
は
大
学
文
学
部
比
較
芸
術
学
科
で
音
楽
学
（
楽

理
や
音
楽
史
を
研
究
す
る
学
問
）
を
担
当
す
る
教
員
で

あ
る
が
、
専
攻
が
教
会
音
楽
史
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
大
学
聖
歌
隊
の
指
導
も
仰
せ

つ
か
っ
て
い
る
。
聖
歌
隊
の
務
め
は
、
ま
ず
も
っ
て

日
々
の
大
学
礼
拝
や
二
年
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
日
曜
礼

拝
、
そ
し
て
大
学
の
諸
々
の
式
典
な
ど
に
合
唱
を
も
っ

て
奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
プ
ロ
の
器
楽
奏
者
や
独

唱
者
を
お
招
き
し
て
宗
教
音
楽
の
大
作
を
演
奏
す
る
定

期
演
奏
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
キ
ャ
ロ
ル
礼
拝
の
よ
う
な

特
別
な
催
し
も
開
催
し
、
そ
れ
ら
は
毎
年
ガ
ウ
チ
ャ
ー

記
念
礼
拝
堂
の
一
階
席
が
埋
ま
る
ほ
ど
の
方
々
に
お
越

し
頂
け
る
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
る
。
筆
者
自
身
が
学

部
生
時
代
と
留
学
時
代
に
聖
歌
隊
員
と
し
て
培
っ
た
経

験
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
運

営
の
モ
デ
ル
は
、
青
山
学
院
が
背
景
に
も
つ
メ
ソ
ジ
ス

声
合
唱
団
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
音
楽
誌
の
評
論
家
選

な
ど
で
上
位
に
ラ
ン
ク
・
イ
ン
し
て
い
る
。
こ
の
ハ
イ
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
実
現
し
維
持
し
て
い
る
大
学
聖
歌
隊

の
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

オ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
に
は
音
楽
学
部
が
あ
る
が
、
わ
が

比
較
芸
術
学
科
と
同
じ
く
音
楽
学
や
作
曲
を
学
ぶ
場
で

あ
っ
て
、
そ
こ
に
声
楽
科
の
学
生
が
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
各
カ
レ
ッ
ジ
は
入
学
試
験
時
に
奨
学
金
を
用
意
し

て
、
専
攻
を
問
わ
ず
優
秀
な
聖
歌
隊
員
や
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
を
募
る
の
で
あ
る
─
─
も
ち
ろ
ん
学
科
試
験
の
ハ
ー

ド
ル
が
低
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
オ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ

で
は
学
部
生
の
こ
と
を
「
ス
カ
ラ
ー scholar

」
と
い

う
の
で
、
選
ば
れ
た
聖
歌
隊
員
は
コ
ー
ラ
ル
（
合
唱

の
）・
ス
カ
ラ
ー
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
は
オ
ル
ガ
ン
・
ス

カ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
。YouTube

で
「BBC

 C
lose 

H
arm

ony 2

」 

の
動
画
を
検
索
し
て
頂
く
と
、
三
九

ニ
ュ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
は
こ
の
伝
統
を
残
し
て
い
て
、
成

人
聖
歌
隊
員
の
半
数
は
カ
レ
ッ
ジ
の
大
学
生
で
あ
る
が
、

残
り
の
半
数
は
レ
イ
・
ク
ラ
ー
ク
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
い
る
。

　

さ
て
わ
が
青
山
学
院
大
学
聖
歌
隊
。
筆
者
は
無
論
、

右
の
よ
う
な
素
地
が
皆
無
の
非
キ
リ
ス
ト
教
国
で
、
同

様
の
環
境
を
夢
見
る
ほ
ど
う
ぶ
4

4

で
は
な
い
。
が
、
そ

れ
に
し
て
も
苦
境
で
あ
る
。
男
子
学
生
は
四
年
生
ひ

と
り
し
か
い
な
い
。
こ
の
衰
退
は
聖
歌
隊
に
限
ら
な

い
。
筆
者
が
学
位
授
与
式
・
入
学
式
の
指
揮
を
始
め
た

二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
は
、
大
学
の
諸
合
唱
団
が
合
同

し
て
男
女
八
〇
名
く
ら
い
に
は
な
っ
た
が
、
今
で
は
男

子
は
四
名
だ
っ
た
り
す
る
。
立
教
大
学
で
同
様
の
仕
事

を
し
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
・
シ
ョ
ウ
教
授
も
こ
こ
数
年
で

の
男
子
の
激
減
を
ぼ
や
い
て
い
た
か
ら
、
学
生
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
系
合
唱
界
に
地
殻
変
動
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
バ
ッ
ハ
や
ヘ
ン
デ
ル
、
そ
し
て
ル
ネ
サ

ン
ス
・
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
の
真
価
は
何
年
経
と
う
と
揺
る

ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
事
実
、
社
会
人
の
合
唱
界
で

は
男
性
も
活
躍
し
て
い
る
か
ら
、
学
生
に
は
時
期
尚
早

と
い
う
こ
と
か
。
は
た
ま
た
古
典
的
な
人
文
教
養
教
育

を
軽
ん
じ
る
某
省
の
な
せ
る
わ
ざ
か
。

　

か
く
し
て
わ
が
聖
歌
隊
も
、
皮
肉
な
こ
と
に
本
場
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
よ
ろ
し
く
、「
レ
イ
・
ク
ラ
ー
ク
」（
Ｏ
Ｂ

な
ど
）
の
助
力
を
得
て
、
な
ん
と
か
礼
拝
奉
仕
を
し
の

い
で
い
る
。
高
等
部
・
中
等
部
の
（
と
く
に
男
子
）
生

徒
諸
君
、
遠
か
ら
ず
君
た
ち
の
出
番
で
す
！

大
学
文
学
部
比
較
芸
術
学
科
教
授
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須 
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